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1973年大気音波探査研究集会に出席して＊

福 島 圓紳

　1973年11月5日、～7日の3日間，大気音波探査研究集

会が米国Oklahoma州Normanにあるオクラホマ大
学で開催された．会場はオクラホマ大学キャソパスの最

南部にあるOCCE（Oklahoma　Center　fbr　Continuing

Education）の中心的施設Forum　Buildingで，この建

物は大小の会議室をその中心部とA，B，Cの三つのコ

ーナーに配置した六角形のユニークな設計の建築であ

る．周辺には外来者用に大小の個室を備えた宿舎

Sooner　Houseを始め，職員，学生および外来者のための

Restaurantなどが具合よく配列されており，落着いた

キャソパスの雰囲気とともに静かに暖かく迎え入れられ

た感じであった．

　今回のWorkshoPは1972年7月6日，7日Boulder

で開かれた第1回のWorkshopの最終討論の際，第2

回は1年ないし1年半後に開催するのが適当であるとい

うことと，次回はオクラホマ大学のGene　Walker教授

がhost役を負って1973年の適当な時期にNomanに

おいて開催されることが決められていた．そんなわけで

Pro£Walkerからの7月20日付の最初のAnouncement

では前年Boulderでの第1回のWorkshoPの成功のあ

とをうけて第2回を開催する．joint　hostはオクラホマ

大学，College　of　Engineering　と　NASA，Aerospace

Environment　DivisionそれにNOAA／ER．L／WPLの三

者として，日程は，第1日Theory　and　ApPlication，第

2日Hardware　and　Development，第3日Meteorology

and　Monitoringとする．また原則として午前はfbmal

paperで1件45分，午後はinfbmal　paperで1件15～

20分とし，lively　Hoor　discussionsをしたいというもの

であった．予定というものは兎角狂い勝ちなものであ

る．日程の案配は全然くずされてしまった．またfbrmal

paper，infbrmalpaperの区別はなくなり，総じてだし

ものは小粒という感じであった．ただこのWorkshop

は活発な討論をするという一項だけは活かされていたよ
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　Acoustics
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うに思う．つづいて届けられた10月5日付のAnounce－

mentでは30名以上の出席予定者のほか20名以上の

“maycome”出席希望者があることと米国からの主な発

表予定者7名の題目のほか海外からの発表予定者とし

て，電波研：筆者，AAEC（オーストラリア原子力委員

会）：G．H．Clark，トロソト大学：R　Bennett，ハンブ

ルグ大学：G．Stilkeと並べたてるなどして目下出欠を

考慮中の人達に参加を呼びかけていた．さらに10月22日

付1etterでは出席者数は50名以上に膨れたことと11月

5日，6日，7日の暫定的日程表が送られてきた．実

際，蓋を開けてみると，出席者総数は68名で内訳は大学

関係27名，国立準国立機関33名，民間会社8名で国別で

は米国60名を筆頭にカナダ3名，英国，オーストラリ

ア，フィンランド，スイス，日本各1名であった．

　出席者は所属機関を書き入れた名札を胸につけ，その

上各自の席にも大きな名札を立てているので暫くすると

かなりの人達を覚えることができる．中には飛行機の航

跡中のVorticity測定などの予算を握っているFAAの

お役人風の人達もいれば，会場近くに自社のSounder

を持込んでその売込みをやっているSalesEngineer風

の人達まで種々雑多なのが印象的であった．なお単に情

報集めに専心しているといった感じの人達もいて，それ

ぞれの講演のあとしつこい質問をして異様な雰囲気を醸

しだすこともあった．1年前の1972年IUCRM　Collo－

quium出席者のDr．R．ichterとDr・Gageに会う．

GageさんはIUCRMで安定成層中で臨界盈数近く
の数種の安定度領域におけるshear　Howについての理

論的検討結果を報告していたが，話の序でに最近，電波

研の田中浩君によってstratiHed　shear　Howのなかでの

有限振幅擾乱の数値実験がなされたことを紹介しておい

た．彼は第1日夕方のカクテルパーティーの席上，ニク

ソン大統領のimpeachmentについて，日本での反響を

聞いてきたので，一頃日本の三大新聞のいずれもかなり

の紙面を割いて報道していたことを話してみたが，それ

だけでは満足しないでお前の意見はどうだとたたみかけ

てきたので私はconservativeな考えの持主だから米国
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第1表1973Workshop　in　Atmospheric　Acoustics

　　　　　　　　　　AGENDA

　　　　　1973年11月5日，6日，7日

第1日 800～900登録
9　00　　　　　開会挨拶

　　　　　　　　　（Dr．W．R．Upthegrove，Dean　of　Engineering）

第1日 9：15～12：001st　Session　Instrumentation　I：DL　G．Walker（座長）
（A1）F・Hal1（NoAA／wPL）・“status　of　Acoustic　Echo　sounding　at　NoAA／wPL・・

（A2）E・J・owens（NoAA／wPL）．“Design　and　construction　of　a　Portable　Monostatic　Echo

　　　　Sounder”

（A3）R・C・Bennett（Toronto　U・），“Acoustic　Radar　at　the　University　of　Torlonto”

（A4）G・H・Clark（AAEC），“The　Acoustic　Sounding　Research　Program　of　the　Australian　Atomic

　　　　Energy　Commission，，

（A5）J・D・Parry（NoAAINws），“An　operational　Acoustic　sounder　and　its　PracticalApPlications

　　　in　Forecasting，，

第1日 13：00～17：00　2nd　Session　Instrumentation　II：Dr．F．Hall（座長）
（B1）L・Watson（Oklh・U・），“Bird　Migration　Study，，

（B2）M・Fukushima（RRL），“Sodar　Probing　of　the　Ordered　Motions　in　the　Atmosphere”

（B3）W・T・Cronenwett（Oklh．U。），“Operation　at　the　WKY－TV　Site”

（B4）J・w・wescott（NoAA／wPL　read　by　F・Hall），“operation　of　a　sounder　in　a　High　Moun－

　　　　tain　Valley　in　Winter，，

（B5）A・F．Zahrai（Oklh．U．），“Acoustic　Radar　Receiver，，

（B6）R・Morton（Oklh・U．），“Timer　fbr　Acoustic　Sounding　Systems，’

（B7）P・Russe11（SRI），“Vorticity　Measurement，，

第2日 8：00～13：003rd　Session　Meteorology　I：Dr．D．Beran（座長）
（C1）E・H・Brown（NOAA），“Theoretical　ApProaches　to　Acoustic　Echo　Sounding，，

（c2）J・H・Gaynor（NoAA／wPL），“Flux　and　vorticity　Measurements　with　a　sounder　Array，，

（C3）D・W・Thomson（Pen・State　U．），“Analysis　and　Simulation　of　Acdar　Signal　Phase　Fluctuation’1

（c4）J・Richter（NELc），“observation　at　wallops　Island”

（C5）R・Inman（Oklh．U．），“Meteorology”

（C6）E・L・Miller（Argonne　National　Lab），“Acoustic　Sounding　in　Metromex，’

第2日 13：00～17：004th　Session　Meteorlogy　II：Dr．R。Inman（座長）
（D1）A・Kjelass（NoAA／wPL）ラ“Gravity　wave　velocity　Measurements　with　a　sounder　Array，，

（D2）w・D・Neff（NoAA／wPL），“observations　on　scattering：Theory　ApPlication　and　Experi－

　　　　mental　VeriHcation，，

（D3）C・C・Easterbrock（Calspan　Corporation），“Detection　and　Measurements　of　Arti且cially

　　　　Generated　Therma】Plumes，，

（D4）L・J・Gri伍ths（colo．u．），“ApPlication　of　Signal　Processing　Techniques．in　Acoustic　Echo－

　　　　Sounding　Systems”

（D5）E・North（Stanfbrd　Center　fbr　Radar　Astronomy），“Radio　Acoustic　Sounding　System　fbr

　　　　Measurement　of　Temperature　and　Other　Atmospheric　Parameters．”

第3日
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8：00～12：005th　Session　Meteorology　III：Mr。D．Parry（座長）

（E1）P・B・Maccready，Jr・（Aero　vironment　Incorp．），“ApPlication　ofthe　Av　MonostaticAcoustic

　　　　Sounder，，

（E2）B・E・Holmgren（Col1．Alaska），“Acoustic　Sounding　of　Inversions　in　Interior　Alaska，’

、天気”21．5．
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（E3）R．J．Green且eld（Pen．state．u．），“Boundary　Layer　Temperature　Pro且1es　In琵rred　fヒom

　　　Refヒactive　Transmissions　of　Sound，’

（E4）M．Teu飴1（Pen．State　U，），“Long　Baseline　Bistatic　Acdar　Measurement　at200Hz”

（E5）W．Nater（ETH　Honggerberg　HPP），“ApPlication　of　Sounder　fbr　the　Detection　of　Gravity

　　　Wave，，

（E6）M．Balser（………一・…），“Wind　and　Vortex　Sensing　by　Acoustic　DoPPler　Radar，，

第3日 13：00～16：006th　Session　DopPler：Dr．W．T．Cronenwett（座長）
（F1）D．W．Beran（NOAA／WPL），“Acoustic　DoPPler　Wind　Measuring：Prcsent　Status，Future

　　　　Potentia1”

（F2）A．P．Stansbury（KMS　Industries，Incorp．），“lnstrumentation　fbrAcoustic　DoPPler　Ranging，，

（F3）G．Walker（Oklh．U．），“Techniques　to　Determine　DoPPler　Velocity，，

の歴史上かつて無かったことを起こすべきではないとい

っておいた．この答に不満気にさらにニクソン大統領に

対する攻撃をするので，それはhigher　leve1の市民の

意見ではないのかといったら悲観的な顔をしていた．何

しろ会計年度の中途で政府職員の数を減員する政策を出

したり，科学研究費を大幅に削減するなど米国内の研究

機関で生活している連中が集まっての世間話は必ずニク

ソン大統領を目の敵のようにしていたのを思い出した．

　今回のWorkshop運営の裏方の苦労話は知る由もな

いがregistration琵e　IOドルで，出費について目立つも

のはカクテルパーティーと各session中途のコーヒーブ

レイクのサービスとルーズリーフ12枚入りのぺ一パーホ

ルダの配布だけのようだった．もっともテキパキした2

人の初老の秘書のほか会場での雑用はオクラホマ大学の

若手のほかNOAA／ER．L／WPLのHal1さんの研究室

はtechnici＆nを含めて殆ど総出で参加していたので

host側の何人かは見えないところで立働いていたよう

である．このWorkshopは基金がないから出席旅費補

助のfhndsは皆無で日本政府（科学技術庁）から唯一

人金銭的に何の負目も感ずることなく出席することがで

きたのは初めての経験で，気楽な気分を味えて幸せであ

った．

　余談はさておき，配布された日程表をもとに講演の取

消し，飛入りを整理したのが第1表である．これによっ

て今回のWorkshopの全容動向を察知することができ

よう．なお筆者の聞きえたところのトピックスを拾い上

げてそれらの概要を紹介したいと思う．

　（A1）NOAA／WPLにおける音波探査研究の現況

　　　　　（F。F．Hall：NOAA／WPL）

　1台のモノスタチックーソーダつまりもっとも単純な

音波探査装置を用いて，1971年末から1972年3月にかけ

ての4カ月間の連続測定を通常のラジオゾンデ観測地点

1974年5月

で行った．両者から得られる逆転層の発生高度を19例i

について検べたところソーダ観測から得られる逆転層の

高度はゾソデ観測から得られるものに較べて若干低くで

る傾向にあることが確かめられた．この研究はNOAA／

WPLとEMSU（Environment　Mじteorological　SupPort

Unit）と共同して実施したものである．

　ドップラソー・ダを利用してPiba1観測に代るような

高度1kmまでの上層風連続観測装置が略々完成し，デ

ンバー国際空港の滑走路近傍に設置して最終的な調整を

行っている．これはmastcr　sounder1組とbistatic一・

modeの受信機2組を組み合わせたもので使用周波数は，

大気伝搬損失を考慮して比較的低周波の1KHz，出力は．

1KW（電気的），直角2方向に水平距離約1km離れ

たところに受信アンテナが固定して配置されている．送

受信とも開口径約3mのホーンーレフレクタ型アンテナ

で開口面が丁度，周囲の地面と同一レベルになるよう地．

中に埋設されている．高度1’kmまで約30m毎30点の

高度における3方向のドップラ風速の平均からU，’Vを

算定する．各点の風向風速はすべてミニコソで処理さ

れ，観測時刻，諸元ならびにミニコンで算定された5分

間平均の風速プロフィルは空港管制室内のブラウン管上

に図式表示され必要に応じてハードコピーをとる仕組み。

になっている．この平均時間5分はかなりの実際テスト

の結果決められた模様であった．

　ソーダ観測Tropogramから一見してプリュームの存

在を知ることができるが，このような場合における

Flux，Vorticity，発散の算定をレーザ光シソチレーショ

ン測定と組み合わせて行う試みに成功した．

　また，ソーダの探知能力の絶対的較正のため150m観1

測塔頂部に取付けた電波反射器同様のコーナー一レフレ

クタを使用して略々満足する結果を得た．それからスー一

ツケースーサウンダと呼ばれる取扱い簡便な可搬型ソー

29
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ダ試作の紹介が行われた．

　（A2）　可搬型モノスタチックーソーダの設計と試作

　　　　　（w・J・owens：NoAA／wPL）

　小型可搬型ソーダで装置の電気回路部分はMark　II

と略々同様で，直径約1．3mのパラボラーアンテナは3

個に分解，格納できるようになっている．このアンテナ

部分と送受信機ならびにミニファクシミルーレコーダは

それぞれアルミ箱に収納されるように出来ており2箱の

総重量は約40kgで取扱いの簡便さを誇っている．

　（A4）AAECにおける音波探査研究計画（G．H．

　　　　　Clark：オーストラリア原子力委員会）

　シドニーから120哩のJervis　Bayにおける6ヵ月間の

ソーダ観測Tropogramを30分毎に区切って14種の類型

別分類を試みたものである．ソーダはメルボルン大学物

理学教室提供のもので使用周波数は1，300Hz，観測高度

は4，500ftである．類型別分類と観測時の気象状態とを

関連づけるための充分なback　upの気象観測がなされ

ていないが風向風速の観測から推定されるturbulence

との関連，層状エコーの上昇下降に伴う地上風速の状況

などを調査したところを報告している．

　（B1）鳥の移動の研究（L．Watson：オクラホマ大

　　　　　学電気工学教室）

　この一見，奇妙な表題のソーダ観測は数週間という相

当長期間の連続観測中の孤立した異常エコーの発見から

始まるのであるが，数羽の鳥からのエコーであることの

確認は2名の観測者ならびに写真撮影で客観性をもたせ

ていた．使用したソーダは探査距離：300～1，500m，使

用周波数：1，500Hzで直径約3．5mのパラボラアンテ

ナはサーチライトの架台のようなものに設置され任意の

方向に向けられるようになっている．

　（B2）　ソーダ観測より見出されるプラネタリー境界

　　　　　層内のOrdered　Motions（M．Fukushima：

　　　　　電波研）

　電波研におけるコンクリートパラボラアンテナを使用

した固定式ソーダ観測概要を報告したものである．観測

結果のうち，いくつかの典型的なソーダエコーパター

ン，2周波数による同時観測あるいは層状エコーと低層

ゾンデ同時観測結果についての説明を行ったのち，1

年間の連続観測結果を概観してソーダエコーから見られ

るプラネタリー境界層の構造は充分混合された乱流状態

ではなくて，かなりの部分Ordered　Motionsによって

支配されていることが推定されることを結論としたもの

である．

50

　この論文はback　upの気象観測データが乏しいこと

からかあるいは遠来の客にはさっさと話をさせてゆっく

りカクテルパーティーに招待しようとい，うためかどうか

分らないがMeteorologyのsessionではなくてInstm－

mentat・onのsesslonに入れられていた．討論ではソー

ダ観測を日常の天気予報業務に早く応用したいと言って

いたNOAA，National　Weather　ServiceのParryさん

から観測地，東京の概観的な気象状態の説明を求められ

るところから始まった．あれこれ，やりとりがあったが

Parryさんの追求に対しては司会のHal1さんが貴方は

東京で天気予報をやりたいのかという茶目気のあるとり

なしで終止符を打つこととなった．

　（B3）WKY－TV実験場におけるソーダ観測（W・T．

　　　　　Cronenwett：オクラホマ大学電気工学教室）

　1971年夏からWKY－TV放送塔に隣接する実験場で

実施しているソーダ観測の概要ならびに将来計画につい

ての報告である．地上高500mという巨大な放送塔を利

用して5ヵ所の高度における微気圧変化計観測を併用し

て重力波研究を計画している．現用のソーダは使用周波

数：1，500Hz，電気的出力：150W，受信機帯域幅：50

Hz，アンテナは直径約3．5mのパラボラでサーチライト

の架台のようなものに設置されている．2台独立のセッ

トを用意しており2周波数観測にも意欲をもっていた．

　（C2）　サウンダ（ソーダ）アレイによるFluxと

　　　　　Vorticityの測定（J・E・Gaynor：NOAAIWPL）

　Boulder　WPLの近くの広大開潤なTable　Mountain

実験場の中で斜辺の長さ約500mの二等辺直角三角形の

3頂点に配置したソーダ観測からは高度約600mまでの

プリュームなどの現象を常時監視するほかドップラ風速

より鉛直風速変動，エコー強度から気温変動を測定する

一方，三角形の各辺を水平伝搬路とするレーザ光のシン

チレーション測定から各辺を横切る水平風速が算定でき

ることを組合せた実験でプリュームのサイズが400～

700mと求められたほか，平均時間が数秒から数分の

Heat　Flux，Momentum　Fluxそれにこのような：小空間

におけるVorticity，収敏発散が初めて算定されたこと

を示し，ソーダあるいはレーザといった最新技術の応用

としては優れた着想のように思う．

　（C4）　ワ・ソプス島における観測（J・Richter：

　　　　　NELC）

　晴天時の対流現象の力学研究を目的として1973年10月

下旬に実施された総合観測である．参加機関はNaval

Electronic　Laboratory　center　（NELc）　　と　Johns

、天気”21．5．
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Hopkins　University，ApPlied　Physics　Laboratoryそれ

にNOAA，National　Weather　Serviceである．観測装

置の主な：ものはNELCのFM－CWレーダ（波長：10

cm，空間的分解能：1m，アンテナービーム幅：4度），

NOAA，NWSのソーダ，ワロップス島追跡ステーショ

ソの大型レーダ3台それに飛行機塔載の温度・湿度・大

気屈折率および静電場測定装置で飛行機観測は高度間隔

200丘毎の水平飛行によって行われた．観測後，数日し

か経っていないのでRichterさんはスライドもなしで

報告したのち，これら各種の観測結果の相互間には何等

矛盾するところがなかったとだけ述べていた．いずれ重

厚な論文発表があることを期待させるものである．

　（D1）サウンダ（ソーダ）アレイによる重力波速度

　　　　　の測定（A．Kjelaas：NOAA／WPL）

　1972年7月8月コ・ラド州南東部にあるHaswell実

験場において夜間逆転層より上の層状エコーに見られた

波動についての解析である．主な観測データは三つのソ

ーダTropogramと気象観測塔の上部，下部，その他数

点に設置した微気圧変化計記録でソーダ観測および微気

圧計観測から求めたいくつかの重力波パラメータはかな

りの程度一致するという結果が得られている．すなわち

一例では波長，周期，移動速度，移動方向はそれぞれ，

3．5kmと3．6km，368秒と365秒，9．7ms一1と10ms－1お

よび336。と3700である．またソーダ観測から得られた

waveの平均高度は300m，振幅は175mである．これら

の解析から接地性逆転層はそれより上の層の波動によっ

て影響されることが明らかにされた．

　（D2）　散乱理論の応用と実験的検証についての観測

　　　　　（w．D．Neff：NoAA／wPL）

　1972年Haswe11実験場における観測結果の解析であ

る．まず150m気象観測塔に設置した温度差計観測から

求めた温度変動構造関数の定数CTとソーダ観測から求

めたCTとがかなりの精度で一致すること，ついでソ

ーダ観測で平均時間30分のCT2高度分布は略々高度の

（一4／3）乗に比例することを見出している．それからパ

ルス幅：20msec（空間的分解能：約3m）のソーダ2台

を用いて，鉛直上方と斜方向との同時観測から波動の進

行方向に対して直角方向で送信ビームの照射位置を適当

に選定することにより層状エコーの波動の厚みの場所的

変化を観測することができて，しかもこれが流線計算結

果から予測されるものと一致することを検証している．

　（D3）人工的に発生させたThermal　Plumesの検

　　　　　出ならびに測定（C・C・Easterbrock：Calspan
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　　　　　Corporation）

　1972年7月8月さる空軍基地においてなされたプリュ

ームの境界測定についての報告である．バーナーの列を

風上から風下へ50m間隔で7列配置して点火した上でソ

ーダとライダでこの人工的プリュームの上方の境界を測

定した．風上側では当然プリュームの上限は低く，中央

から風下側にかけて略々一定高度75mであることが分っ

た．

　（D5）気温ならびに他の大気パラメータ測定のため

　　　　　のRASS：電波音波探査装置（E．North：

　　　　　Stanfbrd電波天文センター）

　R．ASSすなわち強力なパルス音波（低周波）送信装

置で上空に空気の粗密を使用レーダ（VHF帯）の波長

の1／2間隔で人工的に作り，これをトレーサとして反射

エコーのドップラ周波数をレーダで探査する装置であ

る．この装置を利用して高度3，000mまでの風速気温プ

ロファイルを算定する試みに成功しラジオゾンデ観測と

よく合致する結果を得ている．ただしホーソースピーカ

アレイを下向ぎに設置してその反射波を上空に打上げる

という音響変換器の入力に3～5kWを必要とするの

で，これによって生ずる騒音が不可避という欠点が問題

になっていたようだ．

　（E1）AVモノスタチックーソーダの応用（P・B・

　　　　　Maccready，Jr．：Aero　vironment会社）

　自社の移動式ソーダの紹介である．アンテナ直径1．3

mで記録計を含めた全重量僅かに40kgである．使用周

波数：1，600Hz，送信出力：35W（電気的），送信パル

ス幅とそれに対応して受信機帯域幅はそれぞれ3種類可

変で，また送信パルス繰返し周期は6秒，12秒の2種類

を切換えて使用する．これを使用すれば逆転層を始め飛

行機航跡のVortexの検出なども可能という説明（宣

伝）がなされた．このVortexに対してはソーダ使用波

長の1／2のスケールのt皿bulenceによる後方散乱と

して説明するのは不可であるというコメソトがあった．

　（E2）アラスカ内陸における逆転層の音波探査

　　　　　（B．E．Holmgren：アラスカ大学）

　アラスカ内陸における逆転層研究の報告である．観測

はソーダを始め，50m気象観測塔に設置した超音波風速

気温計それに係留気球による風速プ・ファイルと気温プ

・ファイルである．解析はかなりの項目にわたっていた

が，下層ジェット状風速プ・ファイルと波動状ソーダエ

コーとがよく対応することを見出していた．

　（E5）重力波検出のためのソーダの応用（W．
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　　　　　Nater：ETH　Honggerberg耳PP）

　アルプス越えの南風がスイスにもたらすフェーン現象

に伴う重力波検出のためにソーダを応用した報告であ

る．このようなフェーン現象の場合はアルプスを越えた

上層の気流の風速：20ms－1，気温：20。C，湿度：25％に

対して下層に滞留している部分では風速：0．5ms－1，気

温：0。C，湿度：95％となることも珍らしくないという．

このように性質の異なった空気の境界にはシャープな

急変層が形成され，波長500～1，000m程度のK－Hwave

が見られるという．ここまでの報告ならば誰も異論はな

い筈であるが，このようなK－H　waveによる気圧変動

と“頭痛”との相関が認められて，このような場合には

毎日，300人の被験者を対象にした調査が行われたこと

に言及したので，さまざまなコメントが提出された．最

後にNELCのRichterさんが，そのような重力波を

検出するならば何等かの方法で直接測定を試みてはどう

かというコメントに対しては，そんな大きな予算はどこ

から出せるのかという答えに一同爆笑となって終りとな

った．

　（F1）　ドップラソーダによる風速測定：現況，将来

　　　　　見通し（D．W．Beran：NOAA／WPL）

　デンバー国際空港滑走路わきに設置されたドップラソ

ーダについての報告が繰り返された．そのなかぞ（A1）

Hal1氏の報告に付加された主なところはMaster　Soun・

derと二つの受信装置だけでは高度1kmの全領域につ

いて満足な結果が得られず低高度探査のため補助送信装

置（0．1kW）を直交する2辺それぞれの中点に設置する

ことによって解決したことである．

　つづいて，将来の都市計画に採用すべきソーダ観測網

について述べていた．直径10哩位の架空都市をおよそ4

象限に分けて，複合工業地帯は第1象限の一部分に限定

しその近傍にはTristatic　Sodar　Systemを第2，第3，

第4象限にはそれぞれBistaticSodar，BistaticSodar，

Monostatic　Sodarを配置するというものである．ただ

し第2，第3象限の一部の地形は第1，第4象限に較べ

ていくらか高い台地と仮定するというあたりになると，

とんと理解できなかったが，大気汚染監視システムの一

部としてソーダ観測網を採用することは比較的安価で有

効であろうということには全面的に賛意を表する．
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